
平和とより良き生活のために

広島県生活協同組合連合会
発行　2018 年 9月 15 日

SEP.2018
V0l.69

広島 の   生 協

■表紙写真（2018ピースナイター）
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鮮やかな芝生とともに球場を緑１色に染めて平
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特集

火
山
噴
火
・
地
震
・
津
波

台
風
・
大
雨
の
災
害
列
島

災
害

（写真）左：７月８日朝日新聞朝刊
　　　  右：7 月 10 日朝日新聞朝刊
　　　　　　　　　 （朝日新聞提供）

　

ま
た
し
て
も
、
大
雨
が
日
本
列
島
を
襲
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で

の
限
ら
れ
た
地
域
だ
け
で
な
く
、西
は
九
州
北
部
、四
国
・
中
国
地
方
（
広

島
県
・
岡
山
県
・
兵
庫
県
）
を
中
心
に
、
東
は
近
畿
、
中
部
地
方
ま
で
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
広
い
地
域
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
災
害
の
始
ま
り
は
、

７
月
６
日
か
ら
梅
雨
前
線
が
３
日
間
西
日
本
に
停
滞
し
、
南
の
海
上
に

発
生
し
た
台
風
７
号
も
影
響
し
て
、
九
州
北
部
、
四
国
、
中
国
、
近
畿
、

中
部
地
方
に
、記
録
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。
こ
の
間
の
降
雨
量
、

大
雨
特
別
指
標
に
も
な
る
48
時
間
雨
量
は
、
７
日
の
最
大
値
が
、
高
知

県
馬
路
村
で
９
１
９
・
０
㍉
、
岐
阜
県
郡
上
市
で
６
８
３
・
０
㍉
、
佐
賀

市
で
５
８
１
・
５
㍉
を
記
録
。
広
島
県
や
岡
山
県
を
は
じ
め
、
西
日
本
を

中
心
に
１
０
０
カ
所
以
上
で
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し
，
大
災
害
を
も

た
ら
し
た
。
こ
の
結
果
、
７
月
10
日
ま
で
に
分
か
っ
た
豪
雨
に
よ
る
人

的
被
害
は
、
死
者
１
２
６
人
、
不
明
79
人
と
い
う
平
成
最
悪
の
災
害
と

な
っ
た
。
ま
た
、
人
的
被
害
以
外
に
も
、
農
業
、
漁
業
、
そ
の
他
の
産
業
、

そ
し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
を
見
る
と
、
日
本
列
島
は
、
火
山
噴
火
・
地
震
・
津
波
・
台
風
・

大
雨
に
よ
る
災
害
を
、
年
毎
に
繰
り
返
す
『
災
害
列
島
』
と
化
し
た
よ

う
に
思
え
る
。
今
回
の
被
害
は
、
そ
の
規
模
と
と
も
に
、「
西
日
本
豪
雨
」

と
し
て
災
害
史
に
残
り
、
人
々
に
、「
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
で
災
害
に
遭

う
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
、
大
き
な
警
鐘
と
も
な
っ
た
。
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８
月
３
日
の
新
聞
朝
刊
に
、「
西

日
本
豪
雨
」
の
主
な
被
害
の
数
字

が
載
っ
て
い
る
。
死
者
２
２
５
人
、

重
傷
68
人
、軽
傷
３
３
６
人
、床
上・

床
下
浸
水
３
万
４
８
６
９
棟
、
断

水
世
帯
26
万
３
３
８
１
戸
、
鉄
道

の
運
転
休
止
１
１
５
路
線
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
西
日
本

豪
雨
の
被
害
の
大
き
さ
が
う
か
が

え
る
。

　

こ
の
西
日
本
豪
雨
の
被
災
状
況

を
見
る
と
、
岡
山
県
倉
敷
市
真
備

町
で
の
複
数
の
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
家
屋
の
水
没
。
そ
し
て
、
土
砂

崩
れ
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
住

宅
地
を
多
く
持
つ
広
島
県
の
中
小

河
川
の
氾
濫
と
土
石
流
に
よ
る
被

害
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

　

倉
敷
市
真
備
町
の
水
没
は
、
河

川
が
決
壊
す
る
と
と
も
に
、
徐
々

に
水
か
さ
が
増
し
、
人
々
は
、
上

の
階
か
ら
屋
根
へ
と
、
順
次
避
難

す
る
形
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
広

島
県
に
比
べ
る
と
、
避
難
す
る
の

に
あ
る
程
度
時
間
的
余
裕
が
あ
っ

た
。
な
か
に
は
、
高
齢
の
た
め
に
、

二
階
や
屋
根
に
上
が
れ
ず
に
犠
牲

と
な
っ
た
人
も
い
た
。
し
か
し
、

多
く
は
、「
自
分
の
と
こ
ろ
は
ま
だ

大
丈
夫
」
と
、
避
難
が
遅
れ
て
被

害
に
あ
っ
た
。

　

犠
牲
者
が
一
番
多
か
っ
た
広
島

県
の
場
合
も
、
避
難
勧
告
が
出
た

こ
と
を
知
り
つ
つ
も
、「
自
分
の
家

が
一
番
安
心
」
と
我
が
家
の
安
全

を
信
じ
た
た
め
に
、
一
瞬
の
う
ち

に
激
流
と
土
石
流
に
家
ご
と
押
し

流
さ
れ
て
、
家
と
と
も
に
犠
牲
と

な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
避
難
勧
告
」

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、
避
難
時
期
の

的
確
さ
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
と
に
か
く
、
こ

の
度
の
豪
雨
は
、「
何
十
年
に
一
度

し
か
な
い
、
想
像
も
で
き
な
い
出

来
事
」
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が

遭
難
し
た
の
で
あ
る
。

　

被
災
地
の
山
頂
の
谷
か
ら
豪
雨

に
削
ら
れ
て
赤
土
の
大
地
を
む
き

出
し
に
し
、
途
中
の
急
流
に
残
さ

れ
た
大
小
の
岩
石
。
根
元
か
ら
引

き
抜
か
れ
急
峻
の
谷
を
流
れ
下
っ

た
樹
々
。
こ
の
土
砂
と
岩
石
、
そ

し
て
木
材
が
大
水
と
と
も
に
谷
を

流
れ
下
る
と
こ
ろ
を
想
像
す
る
と
、

身
の
毛
が
よ
だ
つ
よ
う
だ
。

死
者
２
２
５
人
、
重
軽
傷

４
０
４
人
、
未
曾
有
の
被
害

８
月
１
日
現
在
（
資
料
：
朝
日
新
聞
）

陥没した国道２号線（広島市安芸区瀬野川） えぐりとられた国道２号線（広島市安芸区瀬野川）土砂が堆積し、川があふれ出した瀬野駅構内

土砂でアスファルトが剥がされた道路 被災された住宅

土石流が砂防ダムを乗りこえて線路に押し寄せた。（小屋浦付近） 被災地を広島湾海上からのぞむ。左手の市街地は矢野付近、右手は小屋浦付近、鉄塔のある山は絵下山
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広
島
県
生
協
連
は
、
災
害
発
生

後
、
会
員
生
協
の
被
害
状
況
を
集

約
し
、
大
雨
被
害
情
報
と
し
て
日

報
を
発
行
し
、
全
国
の
都
道
府
県

連
に
広
島
県
の
被
害
状
況
を
お
知

ら
せ
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
と
の
緊
急
物
資

協
定
に
基
づ
き
、
７
月
８
日
か
ら

広
島
県
災
害
対
策
本
部
に
連
絡
員

（
流
通
専
門
家
）
を
１
名
、
10
日
間

派
遣
。
支
援
物
資
や
輸
送
の
手
配

を
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
広
島
県
各
市
町

か
ら
要
請
の
あ
っ
た
支
援
物
資
を

お
届
け
し
た
。
併
せ
て
広
島
県
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
要
請
を
受
け
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
呉

市
、
三
原
市
）
へ
水
５
０
０
㎖
を

８
０
０
０
本
お
届
け
し
た
。
ま
た
、

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
要

請
を
受
け
、
７
月
13
日
か
ら
広
島

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
に
職

員
１
名
を
派
遣
、
広
島
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
連
絡
調
整
会
議

に
参
加
し
、
広
島
市
を
中
心
と
し

た
各
地
域
の
被
害
状
況
や
支
援
状

況
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　

７
月
14
日
に
は
、
日
本
生
協
連
、

生
協
ひ
ろ
し
ま
、
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ

ト
が
集
ま
り
、
被
害
状
況
の
確
認

と
今
後
の
対
応
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
の
役
割
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
７
月
20
日
に
は
、

広
島
県
生
協
連
、
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ

ト
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
、
広
島
中
央

保
健
生
協
が
協
議
し
、「
コ
ー
プ
災

害
支
援
情
報
セ
ン
タ
ー
広
島
」
の

設
置
を
決
定
し
、
広
島
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
や
、
看
護

師
派
遣
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
７

月
23
日
に
は
、
日
本
医
療
福
祉
生

協
連
も
交
え
、
看
護
師
の
派
遣
に

つ
い
て
日
本
医
療
福
祉
生
協
連
か

ら
全
国
の
医
療
生
協
に
協
力
を
呼

び
か
け
、
７
月
26
日
よ
り
「
酷
暑

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱
中
症

予
防
、
健
康
管
理
」
を
目
的
に
、

毎
日
２
名
ず
つ
看
護
師
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
看
護
師
を
帯
同
さ
れ
る
取
り

組
み
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
好
評
で
あ
る
。

（
８
月
末
現
在
16
生
協
・
事
業
連
合

よ
り
18
人
の
運
営
支
援
、
21
生
協

よ
り
67
人
の
看
護
師
を
派
遣
）
ま

た
、
広
島
県
生
協
連
で
は
、
全
国

か
ら
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
運
営

ス
タ
ッ
フ
や
看
護
師
に
、
心
ば
か

り
の
品
（
マ
ス
ク
や
飴
、
絆
創
膏

な
ど
を
セ
ッ
ト
し
た
災
害
支
援
サ

ン
ク
ス
セ
ッ
ト
）
を
お
渡
し
し
て
、

感
謝
を
伝
え
て
い
る
。

広
島
県
生
協
連
の
対
応

備
え
る

安芸ボランティアセンターで受付をする高田専務ボランティアセンターを視察する日本生協連

広島県災害対策本部の様子

災害支援サンクスセット

安芸ボランティアセンターで受付をする盛谷専務

広島呉道路高架下に運び出された流出した土砂（小屋浦）
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会
員
生
協
で
は
、
ま
ず
は
組
合
員

の
安
否
確
認
を
最
優
先
に
取
組
ん
だ
。

　

広
島
中
央
保
健
生
協
や
広
島
医
療

生
協
で
は
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
組

合
員
の
安
否
確
認
を
実
施
。
そ
し
て

広
島
医
療
生
協
で
は
、
地
元
の
安
佐

北
地
域
の
泥
除
去
作
業
に
参
加
。
自

生
協
の
あ
す
な
ろ
診
療
所
も
被
害
を

受
け
、役
職
員
が
泥
除
去
に
取
組
み
、

広
島
県
生
協
連
も
微
力
な
が
ら
協
力

し
た
。
広
島
中
央
保
健
生
協
、
福
山

医
療
生
協
は
、
広
島
県
生
協
連
の
依

頼
に
よ
り
、
安
芸
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
の
看
護
師
の
派
遣
を
積

極
的
に
行
な
っ
た
。

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
で
は
、
被
災
地
域

の
７
６
０
０
世
帯
に
、
中
四
国
の
生

協
と
コ
ー
プ
共
済
連
の
協
力
を
得
て

訪
問
し
、
住
宅
災
害
の
査
定
を
行
っ

た
。
組
合
員
か
ら
は
「
わ
ざ
わ
ざ
訪

問
し
て
く
れ
た
の
？
」「
来
て
く
れ

て
、
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、
見
舞
金

の
請
求
受
付
を
し
て
く
れ
る
な
ん

て
、
生
協
さ
ん
だ
け
よ
。」
と
嬉
し

い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
８

月
11
日
よ
り
毎
週
土
曜
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
を
呼
び
か
け
て
活
動
し

て
い
る
。

　

全
労
済
で
は
、
自
然
災
害
共
済
に

加
入
し
て
い
る
組
合
員
宅
を
訪
問

し
、
被
害
調
査
を
実
施
し
、
共
済
金

の
支
払
い
を
進
め
て
い
る
。（
８
月

23
日
現
在
、
受
付
１
，
１
３
４
件
、

調
査
完
了
９
０
０
件
）

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ひ
ろ
し
ま

で
は
、
広
島
県
内
だ
け
で
な
く
県
外

の
職
員
に
も
呼
び
か
け
、
被
害
の
大

き
い
安
芸
郡
坂
町
の
泥
除
去
作
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
で
は
、
会
員

生
協
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
た

め
に
９
月
３
日
よ
り
月
～
金
の
間
、

毎
日
３
人
の
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
に
取
組
む
。

　

広
島
県
内
の
会
員
生
協
は
、
９
生

協
４
６
４
人
が
泥
除
去
作
業
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
看
護
師
を
派
遣
し
て
い

る
（
８
月
20
日
現
在
）。

会
員
生
協
の
取
り
組
み

連
帯
力看護師のみなさん（写真右）福山医療生協の看護師守屋さん（左）、

古賀さん。（写真左）健文会飯田さん（左）、福井県民生協橋本さん

看護師のみなさん　左から広島中央保健生協野田さん、健文
会宮本さん、松江保健生協山本さん、長野医療生協山崎さん

泥出し作業中のグリーンコープの皆さん

（写真右）生協くまもとの迫さん。（写真左）生協ひろし
ま横山専務（左）、コープ CS ネット水野さん

バスの案内をするいわて生協の池田さん

生協ひろしまの皆さん
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広
島
は
、
今
年
で
73
回
目
の
原

爆
の
日
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
原

爆
の
日
８
月
６
日
の
前
日
の
５

日
（
日
）、
日
本
生
協
連
恒
例
の

『
２
０
１
８
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in

ヒ
ロ
シ
マ
』（
虹
の
ひ
ろ
ば
）
が
、

広
島
市
中
区
の
広
島
県
立
総
合
体

育
館
「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
で

開
催
さ
れ
た
。

　

13
時
に
開
扉
さ
れ
た
会
場

は
、
全
国
70
生
協
か
ら
訪
れ
た

１
２
０
０
名
あ
ま
り
の
人
た
ち
で

埋
ま
り
、
13
時
30
分
、
お
な
じ
み

の
玉
田
陽
子
さ
ん
の
司
会
で
、
虹

の
ひ
ろ
ば
ス
テ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
昨
年
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
で
も
演
奏
さ

れ
て
話
題
と
な
っ
た
「
被
爆
ピ
ア

ノ
」
の
演
奏
。
続
い
て
主
催
者
で

あ
る
日
本
生
協
連
本
田
英
一
代
表

理
事
会
長
の
あ
い
さ
つ
。
次
に
、

原
爆
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の
意
味

の
黙
祷
を
全
員
で
捧
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

松
井
一
實
広
島
市
長
が
挨
拶
。
松

井
市
長
は
、
生
協
の
平
和
へ
の
取

り
組
み
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
自
ら
が
首
長
を
務
め

る
平
和
首
長
会
議
が
、
核
兵
器
廃

絶
を
目
指
す
主
体
と
な
る
こ
と
を

強
調
し
て
挨
拶
を
終
え
た
。
松
井

市
長
の
挨
拶
の
後
は
、
日
本
被
団

協
箕
牧
智
之
代
表
理
事
に
よ
る
「
被

爆
の
証
言
」
が
、
ス
ラ
イ
ド
と
と

も
に
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
原
爆
の
絵
を
描
い
た

基
町
高
校
の
生
徒
が
各
自
が
描
い

た
絵
を
掲
げ
、
制
作
の
苦
労
話
に

つ
い
て
の
質
問
を
司
会
者
か
ら
受

け
た
。
ま
た
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
町
の

再
現
Ｖ
Ｒ
映
像
を
制
作
し
た
福
山

工
業
高
校
の
生
徒
も
壇
上
に
登
場
。

Ｃ
Ｇ
・
Ｖ
Ｒ
制
作
の
裏
話
を
紹
介

し
た
。

　

虹
の
ひ
ろ
ば
の
ス
テ
ー
ジ
が
終

了
す
る
と
、
会
場
は
『
み
ん
な
の

ひ
ろ
ば
』
へ
と
移
っ
た
。

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
安
田

女
子
大
学
書
道
部
書
道
ガ
ー
ル
ズ

の
「
大
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が

始
ま
っ
た
。
大
き
な
紙
面
上
で
、

部
員
達
が
、
代
わ
る
代
わ
る
、
広

島
・
長
崎
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
歌

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
記
し
て
い
く
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
会
場
を
取
り
囲

ん
だ
大
勢
の
人
が
、
食
い
入
る
よ

う
に
そ
の
動
き
を
見
つ
め
た
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
原
爆
に

つ
い
て
の
展
示
や
、
基
町
高
校
の

生
徒
が
描
い
た
『
原
爆
の
絵
』
に
、

大
勢
の
人
が
詰
め
か
け
て
絵
を
描

い
た
生
徒
に
い
ろ
い
ろ
と
質
問
を

投
げ
か
け
て
い
た
。
そ
の
他
、
折

2018
PEACE 
ACTION
in HIROSHIMA

虹
の
ひ
ろ
ば

虹のひろばオープニング（被爆ピアノの演奏）

全員で黙祷を捧げる（虹のひろば）

ヒロシマの心を次世代のあなたへ
知って、感じて、動き出そう
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虹のひろばオープニング挨拶する日本生協連本田会長挨拶する松井広島市長

虹のひろばフィナーレ

子ども平和会議会場（小学生）折り鶴づくり会場

平和カフェ（合人社ウェンディひと・まちプラザ）

折り鶴解体作業体験コーナー

参加生協ブース（いわて生協） 参加生協ブース（おおさかパルコープ）

原爆展示

子ども平和会議アピール文表明

書道パフォーマンス

被爆の証言を行う箕牧さん

り
鶴
コ
ー
ナ
ー
で
は
熱
心
に
折
り

鶴
を
折
る
人
、
会
場
中
央
に
設
け

ら
れ
た
映
像
に
見
入
る
人
が
大
勢

い
た
。
福
山
工
業
高
校
の
会
場
で

は
、
Ｖ
Ｒ
映
像
を
体
験
し
よ
う
と
、

行
列
も
で
き
て
い
た
。
会
場
の
周

囲
に
展
開
す
る
各
生
協
や
団
体
の

ブ
ー
ス
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和

の
取
り
組
み
が
展
示
さ
れ
、
参
加

者
同
士
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
交

流
も
賑
や
か
に
図
ら
れ
、
平
和
を

希
求
す
る
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

ス
テ
ー
ジ
の
締
め
く
く
り
に
登

場
し
た
の
は
「
子
ど
も
平
和
会
議
」

の
み
な
さ
ん
。
午
前
中
、
別
の
会

議
室
で
開
か
れ
た
子
ど
も
平
和
会

議
の
様
子
を
披
露
し
、
会
議
の
ア

ピ
ー
ル
文
を
、
４
人
の
代
表
に
よ
っ

て
会
場
に
詰
め
か
け
た
人
た
ち
に

力
強
く
披
露
し
た
。

　

時
間
は
午
後
４
時
半
近
く
、
今

日
一
日
の
虹
の
ひ
ろ
ば
の
締
め
く

く
り
は
、
歌
が
好
き
で
、
平
和
を

願
う
虹
の
ひ
ろ
ば
合
唱
団
に
よ
る

合
唱
。

　

指
揮
者
小
林
ケ
イ
先
生
、
近
藤

ま
ゆ
み
先
生
、
被
爆
ピ
ア
ノ
に
よ

る
演
奏
、
特
別
演
奏
に
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
と
フ
ル
ー
ト
と
シ
ン
バ
ル

も
加
わ
り
、
催
し
を
締
め
く
く
る

３
曲
が
披
露
さ
れ
、
厳
か
な
歌
声

と
と
も
に
平
和
を
願
う
一
日
が
終

わ
っ
た
。（
Ｙ
）

広島医療生協ブース福山工業高校の VR 会場は行列待ち

子ども平和会議会場（中・高生）

原爆の絵を描いた基町高校の生徒被爆ピアノの映画制作スタッフ紹介
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中
川
雛
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら

絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、「
画
家
に

な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
広
島

市
立
基
町
高
等
学
校
の
普
通
科
「
創

造
表
現
コ
ー
ス
」
に
進
ん
だ
。
そ

し
て
、
基
町
高
校
に
入
っ
て
、『
原

爆
の
絵
』と
初
め
て
出
合
う
。
現
在
、

２
年
生
。
中
川
さ
ん
が
、
入
学
し

た
時
に
は
、
基
町
高
校
の
創
造
表

現
コ
ー
ス
の
原
爆
の
絵
制
作
は
10

年
近
い
歴
史
を
重
ね
て
い
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
、
原
爆
の
絵
制
作

に
挑
ん
だ
の
は
、
40
人
の
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
の
う
ち
８
人
。
全
て
本
人

の
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
だ
。

　

絵
画
制
作
で
は
、
中
川
さ
ん
は
、

岡
田
恵
美
子
さ
ん
と
い
う
高
齢
の

被
爆
者
の
方
を
担
当
し
た
。
岡
田

さ
ん
は
被
爆
当
時
８
歳
、
爆
心
地

か
ら
２・
８
㎞
、
現
在
の
広
島
駅
付

近
の
東
練
兵
場
付
近
で
原
爆
の
二

次
火
災
よ
り
逃
れ
る
途
中
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
幼
い
女
の
子
が
柱
に
挟

ま
れ
動
け
な
く
な
っ
て
、
火
が
迫

り
来
る
な
か
で
，
鬼
の
よ
う
な
形

相
で
「
お
母
ち
ゃ
ー
ん
！
」
と
狂
っ

た
よ
う
に
岡
田
さ
ん
の
も
ん
ぺ
を

つ
か
ん
だ
。
し
か
し
、
岡
田
さ
ん

も
逃
げ
る
の
に
必
死
で
、
か
弱
い

女
性
の
力
で
は
と
て
も
助
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
岡
田
さ
ん
は
、

い
ま
で
も
そ
の
時
の
少
女
の
目
が

忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
い
つ
も

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
心
の
中
で
つ

ぶ
や
き
、
炎
を
見
る
と
心
が
痛
む
。

　

中
川
さ
ん
は
、
そ
ん
な
岡
田
さ

ん
の
体
験
を
絵
に
す
る
の
に
、
全

て
が
見
た
こ
と
も
経
験
し
た
こ
と

も
な
い
こ
と
と
あ
っ
て
、
本
当
に

大
変
だ
っ
た
と
い
う
。
絵
が
完
成

し
た
時
に
は
、
岡
田
さ
ん
か
ら
「
よ

く
こ
こ
ま
で
描
い
て
く
れ
ま
し
た

…
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ま
で
の
気
持
ち
が
救
わ
れ
た

そ
う
だ
。

　

中
川
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
美

大
に
進
ん
で
美
術
教
師
に
な
る
こ

と
。
こ
の
原
爆
の
絵
を
描
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
被
爆
者
の
方
の
証

言
を
将
来
に
残
す
こ
と
に
少
し
で

も
協
力
で
き
た
、
と
い
う
思
い
。

そ
し
て
そ
れ
が
、
美
術
の
道
に
進

む
自
分
へ
の
力
に
な
っ
て
い
る
。

（
Ｙ
）

原爆の絵を描いて

被
爆
者
の
想
い
に
応
え
る

2018
PEACE 
ACTION
 in HIROSHIMA

広島市立基町高等学校
普通科　創造表現コース　２年

中川　雛
 なかがわ　　 ひいな
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被
爆
体
験
者
が
減
り
続
け
て
い

る
。
広
島
の
平
和
へ
の
思
い
を
ど

の
よ
う
に
次
世
代
に
繋
げ
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
、
平
和
へ
の
思
い

が
届
か
な
い
焦
り
に
広
島
は
包
ま

れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
と
き
、
田
中
凛
子
さ
ん

た
ち
は
、
ふ
と
、
思
っ
た
。
自
分

た
ち
の
思
い
を
多
く
の
人
た
ち
に

知
っ
て
欲
し
い
と
思
う
前
に
、
私

た
ち
は
、
相
手
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

同
じ
被
爆
地
長
崎
の
方
達
の
こ
と

を
、
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
思
い
で
、
安
田
女

子
大
学
書
道
部
の
部
員
は
考
え
、

「
短
歌
」
と
い
う
形
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
挑
戦
し
た
。

　

広
島
・
長
崎
を
思
う
気
持
ち
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
９
編
の
詩
の

冒
頭
の
「
長
崎
を
い
ま
だ
知
ら
ず

に
六
日
朝　

祈
る
広
島
原
爆
の
日
」

と
い
う
詩
に
顕
わ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
書
道
学
科
２
年
生
の
田
中

凛
子
さ
ん
は
、「
書
は
自
分
と
向
き

合
え
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
心
を

表
現
で
き
る
」
と
、
虹
の
ひ
ろ
ば

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
９
編
の

詩
の
う
ち
の
自
分
の
担
当
の
詩
を

書
き
上
げ
、
瞳
を
輝
か
せ
る
。「
書

は
”
一
期
一
会
”、
二
度
と
同
じ
も

の
は
書
け
な
い
」
と
、
書
の
難
し

さ
と
面
白
さ
を
言
葉
に
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
平
和
に
対
す
る
熱
い

思
い
も
披
瀝
し
て
く
れ
る
。

　

安
田
女
子
大
学
文
学
部
書
道
学

科
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
学
部

学
科
で
、
こ
こ
を
目
指
す
人
た
ち

は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
書
道
家
」、
そ

し
て
教
師
と
し
て
「
書
道
の
指
導

者
」
を
目
指
す
人
た
ち
だ
。
田
中

さ
ん
も
、
小
さ
い
頃
か
ら
書
道
を

学
び
、
高
校
に
入
っ
た
時
に
出
会
っ

た
書
道
の
先
生
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
、
安
田
女
子
大
学
文
学
部

書
道
学
科
を
目
指
し
、
難
関
を
く

ぐ
っ
て
大
学
で
学
ん
で
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
田
中
さ
ん
も
大
学

で
教
師
の
資
格
を
取
得
し
て
、
書

の
教
鞭
を
と
る
こ
と
が
い
ま
の
と

こ
ろ
の
目
標
だ
。
書
の
魅
力
が
、

平
和
へ
の
道
の
表
現
に
つ
な
が
る

こ
と
を
信
じ
て
…
。（
Ｙ
）

平
和
へ
の
想
い
を
書
で

2018
PEACE 
ACTION
 in HIROSHIMA

安田女子大学
文学部　書道学科　２年

田中　凛子
　たなか　　  　りんこ

自
分
と
向
き
合
っ
て
…



の
幅
が
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差

し
た
行
事
と
し
て
地
域
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
文
責　

広
島
県
生
協
連　

山
下
知
子
）

9

会員だより「トピックスⅢ」

こどもけんこうまつり　けんこうチャレンジ2018

　

８
月
31
日
（
金
）、
広
島
県
生
協

連
は
、「
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
８
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
集
会
」

を
開
催
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
け
ん

こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
一
万
人
達
成
に
向

け
て
、広
島
県
の
取
り
組
み
を
知
り
、

相
互
に
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
を

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う

提
案
が
あ
り
、
お
互
い
の
交
流
や

情
報
交
換
な
ど
も
可
能
に
な
る
と

い
う
点
で
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
集
会
は
、
初
の
開
催
だ
が
、

広
島
県
の
取
り
組
み
を
直
接
聞
く

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
県
の
具
体
的
な
方
針
が

よ
く
わ
か
っ
た
」、「
他
の
生
協
と

交
流
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
」
と

の
声
が
あ
り
、
広
島
県
及
び
各
生

協
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
く
良
い
機
会

と
な
っ
た
。

（
文
責　

広
島
県
生
協
連　

山
下　

知
子
）

『
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
集
会
』
開
催

こ
ど
も
け
ん
こ
う
ま
つ
り

　

広
島
医
療
生
協
中
筋
支
部
が
主

催
す
る
「
第
18
回
こ
ど
も
け
ん
こ

う
ま
つ
り
～
こ
ど
も
の
け
ん
こ
う

と
へ
い
わ
を
ね
が
っ
て
～
」
が
７

月
25
日
（
水
）、
広
島
市
安
佐
南
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
大
広
間
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
催
し
は
、
生

協
ひ
ろ
し
ま
の
コ
ー
プ
委
員
長
会

も
共
催
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
45
名
が
参
加
し
、「
歯

み
が
き
チ
ェ
ッ
ク（
歯
科
衛
生
士
）」、

「
身
体
測
定
（
医
師・看
護
師
）」、「
赤

ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
（
保
育
士
）」、「
手

の
汚
れ
チ
ェ
ッ
ク
（
支
部
の
組
合

員
）」、「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」、「
平

和
コ
ー
ナ
ー
（
生
協
ひ
ろ
し
ま
）」

と
多
彩
で
、
各
ブ
ー
ス
や
体
操
タ
イ

ム
な
ど
、
お
母
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち

も
「
楽
し
め
て
為
に
な
る
催
し
」
と

し
て
賑
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

♡　

　

こ
ど
も
け
ん
こ
う
ま
つ
り
は
、

広
島
医
療
生
協
が
18
年
前
に
広
島

市
安
佐
南
区
東
野
集
会
所
で
始
め

た
。
こ
う
し
た
催
し
が
、
18
年
間

継
続
・
開
催
さ
れ
て
い
る
の
は
非

常
に
珍
し
い
。
地
域
の
誰
も
が
参

加
で
き
る
行
事
が
、
医
療
生
協
と

購
買
生
協
が
共
催
し
、
医
療・健
康・

平
和
な
ど
の
得
意
な
活
動
や
人
材

を
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
取
組
み

～
こ
ど
も
の
健
康
と
平
和
を
願
っ
て
～

第
18
回

広
島
医
療
生
協
と
生
協
ひ
ろ
し
ま
共
催
で
開
催

広島医療生協「健康チェックコーナー』 広島医療生協「赤ちゃんコーナー』

生協ひろしま「平和コーナー』

目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
初
め
て
企

画
さ
れ
た
。
集
会
に
は
、
広
島
県
健

康
福
祉
局
、
広
島
医
療
生
協
、
広
島

中
央
保
健
生
協
、
福
山
医
療
生
協
、

生
協
ひ
ろ
し
ま
、
広
島
県
生
協
連
、

合
わ
せ
て
28
名
が
参
加
し
た
。

　

集
会
の
は
じ
め
に
、
広
島
県
健
康

福
祉
局
地
域
包
括
ケ
ア
森
宏
子
氏

か
ら
、
広
島
県
の
健
康
づ
く
り
活

動
、
広
島
県
が
取
り
組
ん
で
い
る

『
健
康
ひ
ろ
し
ま
21
』
や
『
食
育
』

に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
い
た
。

　

各
生
協
の
報
告
で
は
、
地
域
の

町
内
会
や
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
で
サ
ロ

ン
づ
く
り
や
百
歳
体
操
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
医
療
生
協
は
広
島
市

の
「
高
齢
者
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
を
活
用
し
た
サ
ロ
ン
な
ど

の
展
開
で
、
自
治
体
の
事
業
と
医

療
生
協
の
地
域
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

　

分
散
会
で
は
、「
み
ん
な
で
取

り
組
む
こ
と
」、「
楽
し
く
推
進
す

る
こ
と
」
を
意
識
し
て
、
徐
々
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
福
山
市
の
小
学
校
か

ら
は
、「
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

な
の
で
夏
休
み
の
課
題
に
」
と
い

う
申
し
込
み
も
あ
っ
た
。
生
協
ひ

ろ
し
ま
か
ら
は
、「
医
療
生
協
か

ら
講
師
を
派
遣
し
て
各
健
康
講
座

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
，
０
０
０
人
目
指
し
て
！

報告する広島県健康福祉局森宏子氏

グループで交流の様子グループで交流の様子
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事務局だより

●
問
合
せ
／
広
島
県
総
務
局
広
報
課

　

☎
０
８
２
（
５
１
３
）
２
３
７
８

広島県庁から　消費者ネット広島　理事会・委員会報告

第
１
回
理
事
会
報
告

■
開
催
日　

７
月
５
日

■
出　

席　

理
事
18
名
中
16
名

　
　
　
　
　

出
席

□
決
議
事
項

・
常
務
理
事
の
選
任

・
他
団
体
へ
の
協
賛

□
協
議
事
項

・
広
島
県
と
の
包
括
連
携
協
定
の
取

　

組
に
つ
い
て

・
第
46
回
広
島
県
生
協
大
会
と

　

２
０
１
８
核
兵
器
廃
絶
市
民
の

　

集
い
の
開
催
に
つ
い
て

・
２
０
１
９
年
度
広
島
県
へ
の
要
請

　

事
項
に
つ
い
て

・
常
務
理
事
会
専
決
事
項
に
つ
い
て

□
報
告
事
項

・
２
０
１
８
年
度
通
常
総
会
開
催
報
告

・
２
０
１
８
年
度
第
１
回
ト
ッ
プ
セ

　

ミ
ナ
ー
開
催
報
告

・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
広
島
県
推

　

進
連
絡
会
の
取
組
報
告

・
映
画
「
お
か
あ
さ
ん
の
被
爆
ピ
ア

　

ノ
」
の
進
捗
状
況
報
告

第
２
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
報
告

■
開
催
日　

８
月
22
日

□
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・
２
０
１
８
年
度
（
医
療
）
介
護
報

　

酬
改
定
へ
の
対
応
と
今
後
の
強

　

化
分
野
に
つ
い
て

・
ト
ッ
プ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
研
修
企

　

画
に
つ
い
て

・
福
祉
介
護
委
員
会
２
０
１
８
年
度

　

計
画
進
捗
状
況
報
告

理
事
会
・
委
員
会
報
告

　

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
な

ど
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
身
近
な
と
こ

ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
情
報
を

知
り
、
被
害
に
あ
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
ま
た
被
害
に
あ
っ
た
と
き

の
対
処
法
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

目
が
不
自
由
な
の
に
…
新
聞
の
訪

問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
（
２
０
１
８
年

５
月
29
日 

独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー　

見
守
り
新
鮮
情
報

第
３
０
９
号
よ
り
）

【
事　

例
】

　

あ
い
さ
つ
回
り
だ
と
言
っ
て
訪

問
し
て
き
た
新
聞
の
勧
誘
員
か

ら
、「
お
米
や
洗
剤
を
あ
げ
る
か

ら
」
な
ど
と
言
わ
れ
新
聞
の
勧
誘

を
受
け
た
。
目
が
不
自
由
な
の
で

断
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
３
カ
月

間
の
新
聞
購
読
の
契
約
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
契
約
書

に
は
、
勧
誘
員
が
代
わ
り
に
サ
イ

ン
を
し
た
。
そ
の
後
、
販
売
店
か

ら
お
礼
の
電
話
が
あ
っ
た
の
で
、

解
約
し
た
い
と
申
し
出
た
ら
、
勧

誘
員
が
再
度
訪
問
し
て
来
て
「
解

約
す
る
と
は
何
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

（
当
事
者
：
40
歳
代　

女
性
）

 

ひ
と
こ
と
助
言

★
ド
ア
を
開
け
る
前
に
、
訪
問
者

や
用
件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
必

要
な
け
れ
ば
ド
ア
を
開
け
な
い
う

ち
に
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
景
品
を
置
い
て
行
か
れ

て
も
、
契
約
す
る
つ
も
り
が
な
い

場
合
は
、
使
用
せ
ず
返
せ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。    

★
周
囲
の
人
も
、
一
人
暮
ら
し
の

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
家
に
見
知

ら
ぬ
人
が
出
入
り
し
て
い
な
い

か
、
生
活
に
変
わ
っ
た
様
子
が
な

い
か
等
、
日
ご
ろ
か
ら
気
を
配
り

ま
し
ょ
う
。   

★
民
生
委
員
や
介
護
関
係
者
な
ど

と
す
ぐ
連
絡
が
取
れ
る
環
境
を
整

え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。   

★
法
定
の
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
る
等
の
場

合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。   

★
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の

自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
） 

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
情
報

広
島
県
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

手
口
を
知
ろ
う
⑨

〈
義
援
金
の
お
願
い
〉

～
平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
県
で
は
、
市
町
と
と
も
に
被
災
者
の
皆
さ
ま
の
生

活
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
～

　

被
害
を
受
け
た
被
災
者
へ
の
援
護
の
一
環
と
し
て
、

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
口
座
振
込
み
の
他
、

現
金
の
持
参
も
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
義

援
金
は
、
被
災
市
町
を
通
じ
て
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
お

届
け
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面

「
義
援
金
の
受
付
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
災
害
か
ら
の
復
旧

・
復
興
の
取
組
な
ど
も
含
め
県

政
情
報
を
配
信
中
で
す
。
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こ
の
度
の
平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
組
合
員

の
皆
様
な
ら
び
に
そ
の
ご
家
族
の

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、〈
生
協
〉と〈
ろ
う
き
ん
〉

の
関
係
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て

は
「
助
け
合
い
の
輪
」
を
広
げ
る

生
協
運
動
を
展
開
し
、
こ
の
運
動

と
労
働
者
福
祉
運
動
と
結
び
つ
け
、

ろ
う
き
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
生
協
と
ろ
う
き
ん

は
、「
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
そ
の
ご

家
族
の
暮
ら
し
を
応
援
し
豊
か
で
充

実
し
た
生
活
と
社
会
を
実
現
す
る
。」

と
い
う
同
じ
目
的
を
持
ち
、
生
協
お

よ
び
そ
の
構
成
員
の
一
人
ひ
と
り
を

主
人
公
と
し
て
、
同
じ
協
同
組
合
の

仲
間
と
し
て
、
生
協
と
の
連
携
を
進

め
、
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
暮
ら

し
を
応
援
し
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ろ
う
き
ん
の
誕
生
に
生
協
が
深

く
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

ろ
う
き
ん
は
日
本
協
同
組
合
連

盟
（
現
在
の
日
本
生
活
協
同
組
合

連
合
会
）
の
１
９
４
５
年
の
設
立

総
会
で
決
議
さ
れ
た
「
労
働
者
に

よ
る
自
主
的
金
融
機
関
の
設
立
と

高
度
な
る
協
同
的
社
会
保
険
の
確

立
を
期
す
。」
綱
領
を
受
け
、
生
協

平和とよりよき　　生活をめざして

　

皆
さ
ま
に
特
に
お
伝
え
し
た
い

二
つ
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

一
点
目
は
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
応
援
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
次
の
項
目
に
該
当
さ

れ
る
方
は
ろ
う
き
ん
窓
口
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

① 

復
興
に
向
け
て
の
生
活
資
金
や

住
宅
資
金
が
必
要
な
方

② 

被
災
さ
れ
た
住
宅
に
関
す
る

ロ
ー
ン
返
済
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
方

③ 

復
興
に
向
け
て
経
済
的
な
不
安

を
お
持
ち
の
方

二
点
目
は
、
よ
り
豊
か
な
充
実
し

た
人
生
を
応
援
す
る
た
め
生
活
応

援
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次

の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方
は
ろ
う

き
ん
窓
口
に
ご
相
談
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

① 

他
金
融
機
関
で
高
い
金
利
で
住

宅
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
の
方

② 

月
の
返
済
金
額
が
負
担
と
感
じ

ら
れ
て
い
る
方

③ 

数
の
借
入
の
お
ま
と
め
希
望
さ

れ
て
い
る
方

相
談
す
る
こ
と
で
き
っ
と
皆
さ
ま

の
生
活
に
お
役
に
た
て
る
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ご
利

用
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
国
労
働
金
庫
本
店
営
業
部

部
長　

宇
畑
　
敬
士

ろ
う
き
ん
の
基
本
姿
勢

【
編
集
室
か
ら
】

　

ま
た
し
て
も
豪
雨
が
広
島
県
を
襲
っ

た
。
広
島
県
だ
け
で
な
く
今
回
は
西
日

本
の
広
範
囲
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
新

聞
発
表
で
は
、
８
月
３
日
現
在
、
死
者

２
２
５
人
、
重
傷
68
人
、
軽
傷
３
３
６

人
、
床
上
・
床
下
浸
水
３
万
４
８
６
９

棟
と
、
九
州
北
部
か
ら
東
は
岐
阜
県
に

ま
で
及
ぶ
平
成
最
大
の
被
害
と
な
っ
た

▼
こ
こ
数
年
の
日
本
列
島
の
災
害
状
況

を
見
る
と
、
梅
雨
の
時
期
や
台
風
が
来

る
時
期
に
な
る
と
、
必
ず
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
30
年
前
に
は
、

滅
多
に
な
か
っ
た
大
災
害
が
、
毎
年
、

数
回
必
ず
起
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
だ
▼
２
０
１
４
年
（
平
成
16
年
）
９

月
７
日
、
日
本
列
島
を
襲
っ
た
台
風
18

号
に
よ
っ
て
世
界
遺
産
の
厳
島
神
社
が

大
き
な
被
害
を
被
っ
た
と
き
。
神
社
の

宮
司
が「
１
０
０
年
に
１
度
の
台
風
が
、

年
に
２
度
も
襲
っ
て
き
た
…
」
と
マ
ス

コ
ミ
に
話
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
矛
盾

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
▼
こ
れ
か
ら

は
毎
年
何
か
が
起
こ
る
、
と
い
う
前
提

の
も
と
に
国
や
県
ま
た
私
た
ち
は
、
対

策
や
対
応
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。
報
道
で
、
避
難
所
に
休

む
被
災
者
の
失
望
・
憔
悴
し
き
っ
た
表

情
を
み
て
い
る
と
、
我
々
は
自
分
の
こ

と
と
し
て
真
剣
に
『
災
害
』
に
対
し
て

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の

と
き
に
来
て
い
る
。
こ
と
を
強
く
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。（
Ｙ
）

災
害
に
対
す
る


